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要因分析

【必須】
R8.10頃判明

見直し方向性

【必須】

不登校生徒一人ひとりの状況に応じた、よりきめ細かな支援を行うとともに、登校再開の結果のみにとらわれず、別室登校

やオンラインを活用した学習参加など、多様な回復段階を踏まえた支援の充実を図る必要がある。このため、校内外の関係

機関との連携を強化し、早期対応と継続的な支援体制の構築に取り組んでいく。
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達成率 126.84 ％ 達成率 94.5 ％ 達成率

実績値 54.8 ％ 実績値 ％

目標値

基準値 56 ％
実績値 72.3 実績値

％ 達成率

％

％

目標値 73 ％

細 施 策 13_03 県立高等学校・中等教育学校における不登校対策 施策KGI ②

Ｋ Ｇ  Ｉ

県立高等学校及び中等教育学校の不登校生徒において、登校できるようになった生徒の割合

KGI種別 上がると良い指標 R  5  年  度

R  4  年  度 目標値 57 ％ 目標値 74 ％

R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

58

担当部局 教育委員会

令和７年度　　事後評価シート
施策 13全ての子どもたちの学びの保障

K　G　I

①1,000人当たりの不登校児童生徒数　小・中学校

　【基準値】22.0人（令和３年）【目標値】20.0人

②1,000人当たりの不登校児童生徒数　高校

　【基準値】16.5人（令和３年）【目標値】13.0人


